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「 平和を考える 」 

                                 校長 安藤 秀一 

 第２次世界大戦が終わってから７８年もの歳月が過

ぎ、今年も８月１５日の終戦記念日を迎えました。戦争

を体験した人も高齢化し、今も存命の方は年々減少して

います。そして、家族や近隣の方で、戦争体験者の方が

ほぼいないのが当たり前になっています。◆今の日本

は、長い間紛争もなく、平和な日々が続いています。し

かし、世界を見渡せば絶えずどこかで紛争が起きてお

り、皆さんもご存じのロシアとウクライナとの紛争は未

だに終結が見えません。◆改めて「平和」の意味を調べ

てみると、「戦争や紛争がなく、世の中が穏やかな状態にあること」（広辞苑）とあります。戦争

や紛争がないだけでは平和とは言えず、世の中や私たちの日常生活が穏やかであることが平和と

いえる条件になっています。それでは、私たちの日常生活はどうでしょうか。◆ＳＮＳの普及と

ともに匿名性を利用して、自分の考えと相違するものを敵対視し、時には誹謗中傷の攻撃が散見

されます。このような被害を受け、傷ついている人がいるのであれば、その状態は平和とは言え

ないでしょう。◆今年の８月６日、広島市で行われた平和記念式典で子供代表の小学生が平和の

誓いを述べました。その一部を抜粋すると「（前略 平和を繋げるために）～ 私たちにもできるこ

とがあります。 自分の思いを伝える前に、相手の気持ちを考えること。 友だちのよいところを見つけるこ

と。 みんなの笑顔のために自分の力を使うこと。～ （後略）」このメッセージからは、私たちの日

常生活中から、仲の良い仲間でも相手の気持ちに気遣うこと、相手の欠点よりも良いところに目

をつけること、お互いが笑顔でいられるように努力すること、などをいつも意識することが大切

であることが伝わります。◆２学期が始まり、学級活動や学校行事、部活動など仲間とともに過

ごす機会がたくさんあります。どんな仲間、相手とも、笑顔で楽しく活動できるよう自分のこと

と同じように仲間や相手の事も大切にしていきましょう。そして、自分たちの平和な時間が永久

に続くようみんなで力を合わせていけることを願っています。 

 

≪ 県ベスト１６ 男子テニス部 ≫ 学校総合体育大会 

 北埼地区予選会を見事勝ち抜いた男子テニス部、陸上部、

サッカー部、男子剣道部の選手が県大会でも活躍しました。

特に、男子テニス部は、団体戦で強敵を次々と倒して初のベ

スト１６入りを果たしました。また、陸上の女子走り幅跳び

では、暑さでコンディション調整が難しい中ラストジャンプ

を成功させ、８位入賞しました。 
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【９月下校時刻】部活動終了１７時３０分 完全下校１７時４５分（延長部活動は終了１８時００分 下校１８時１５分） 

日 曜 主な行事等 日 曜 主な行事等 

1 金  16 土  

2 土  17 日  

3 日  18 月 敬老の日 

4 月 東部地区学力テスト（３年） 19 火  

5 火  20 水 新人体育大会（陸上） 

6 水 学年朝会 専門委員会 清掃なし 21 木  

7 木 清掃あり 22 金 生徒会本部役員選挙 

8 金  23 土 秋分の日 

9 土  24 日  

10 日  25 月  

11 月  26 火 新人体育大会① 給食なし 

12 火  27 水 新人体育大会② 部活可 

13 水 生徒会朝会 28 木 新人体育大会③ 清掃あり 

14 木  29 金 部活・清掃なし（Ａ日課） 

15 金  30 土  

資源回収のご協力あり 
がとうございました！ 
7月７日～20日に、資源回収を

行いました。今年度から、忍中学

校で収集を行う新しい形式での

資源回収となり、８，330円分もの

資源を集めることができました。

収益については、学校での教育

活動に役立てます。ご協力ありが

とうございました。 

令和５年度 生徒総会 開催 
令和５年度の生徒総会が、７月１９日（水）に開催されまし

た。今年度は、熱中症予防の観点からオンラインでの開催とな

りました。総会では、生徒から学校生活に関わる様々な意見や

質問が寄せられ、活発な議論が展開されました。この生徒総会

を通じて、生徒一人一人が学校生活について見つめ直す、よい

学びの時間となりました。 

古代から教室へのメッセージ 
７月１８日（火）に、公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団の学芸員の方による出前授業「古代から教室へのメッセージ」

が１年生を対象に行われました。県内で発掘された土器に直接、

手で触れることができるとあって、生徒もはじめは少し緊張気味

でしたが、1500年以上前に作られた土器を通じて、古代の人々

の暮らしに思いをはせるなど、貴重な体験となりました。 


